
生協労連東北地連をつなぐ･･･             各労働組合の役員さんへお渡し下さい。 

           

 

１１月２７日(土)～２８日(日)に生協労連福島地区連合会 

２０１０年度定期大会がふくしま、あいづ、県南、福大の４単組

３５名の参加で会津東山温泉御宿東鳳で開催されました。東北地

連からは上條書記長が参加し、秋闘の状況について報告しました。

特別ゲストとして長年あいづの労組役員をされ、この１２月に定

年退職される五十嵐幸男さんを招いて、夜の懇親会で楽しく交流

しました。 

大会では、各単組の今年１年間の取り組みや秋闘の状況につい

て発言がありました。下記に一部紹介します。 

ふくしま：予算超過の追い風の中で前年よりプラスの一時金回答をかちとった。団交ではもう一押しツメが足

りなかったかもしれない。執行部の後継者を育てていかないといけないと思っている。 

福島大学：今年の夏、食堂の作業場が暑かったので、首に巻くクーラーを支給してもらった。生協労連の北口

さんを招いて就業規則の学習会をして、とても勉強になった。土湯温泉で労組主催のリクレーションをして交

流した。労組員からアンケートを集め、要求書を出した。ふくしまの後藤さんの指導の下に毎月、執行委員会

を開催している。 

県南：１０月までで経常剰余▲１，０００万弱だが昨年より赤字が減っている。１０月２９日(金)に天神町店

をベスタ化に改装して、オープン時は客数前年比１０３％、供給前年比１１０％に伸びた。共同購入は人員体

制が整わず、前年より拡大数が減っているが、剰余は１，０００万前年より改善している。 

あいづ：労基署が入って店長、店次長にも残業代を出すように指導された。残業代をしっかり出してほしい。

正規は賃金５％カットされ、一時金も出ない状態で生活がつらい。何とか改善してほしい。 

 

２００９年度活動報告

と決算、会計監査報告、

２０１０年度運動方針、

予算が満場一致で全て可

決されました。 

また新年度の役員が左

記のように選出されまし

た。福島の菅原一志さん

と丸山雄司さん、福島大

の海老原明香さんは、退

任しました。 
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